
　

子
供
時
代
の
大
部
分
を
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
田
舎

で
す
ご
し
た
私
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
代
ま
で
造
り
酒
屋

を
や
っ
て
い
た
の
で
、
井
戸
が
五
つ
も
あ
る
大
き
な
屋

敷
に
住
ん
で
い
て
、
中
学
へ
は
い
る
と
き
に
先
生
に
つ

い
た
以
外
に
は
、
自
宅
で
ど
の
よ
う
に
し
て
勉
強
し
て

い
た
の
か
、
あ
ま
り
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
山
や

海
や
田
圃
に
か
こ
ま
れ
た
環
境
の
な
か
で
、
魚
や
雀
や

空
気
銃
や
舟
や
投
網
や
竹
竿
や
釣
針
や
コ
マ
や
竹
馬
や

将
棋
や
友
だ
ち
や
、
ま
た
木
に
の
ぼ
っ
て
蜜
柑
や
ア
ン

ズ
や
梅
や
野
生
の
果
物
を
と
っ
た
こ
と
な
ど
が
思
い
だ

さ
れ
ま
す
。
当
時
、
読
ん
だ
も
の
と
し
て
は
少
年
雑
誌

や
ト
ル
ス
ト
イ
の
童
話
―
『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
』
や
『
光

あ
る
う
ち
に
光
の
中
を
歩
め
』
な
ど
が
、
霧
や
モ
ヤ
の

む
こ
う
か
ら
、
か
す
か
に
現
わ
れ
て
き
ま
す
。

　

た
だ
、
子
供
と
い
う
も
の
が
、
大
人
と
ち
が
っ
た
独

特
の
人
格
を
も
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
や
苦
し
み
や
愛
の
生
活
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
は
『
虹
』
の
な
か
で
、
実
に
見
事

に
描
き
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

中
学
へ
は
い
っ
て
か
ら
読
ん
だ
も
の
の
う
ち
で
、
私

の
心
の
一
隅
に
い
ま
で
も
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
芥
川

竜
之
介
の
知
的
な
諷
刺
と
皮
肉
な
心
理
解
剖
を
ま
じ
え

た
小
説
や
、
谷
崎
潤
一
郎
の
耽
美
的
で
官
能
的
で
、
や

や
悪
魔
的
な
初
期
の
作
品
、た
と
え
ば
「
刺し

青せ
い

」
や
「
異

端
者
の
悲
し
み
」
な
ど
や
、
日
本
の
ハ
イ
ネ
と
も
い
う

べ
き
石
川
啄
木
の
生
活
に
密
着
し
た
、
精
神
を
つ
き
さ

す
よ
う
な
反
抗
と
知
的
な
抒
情
味
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で

あ
り
ま
す
。
抒
情
詩
の
本
質
が
、
人
間
の
感
情
的
な
面

を
、
あ
ま
い
感
傷
的
な
方
法
で
と
り
あ
げ
た
流
行
歌
的

な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
、
大
き
な
間
違
い
で
あ

り
ま
す
。

（
上
田
保
「
わ
た
し
の
読
書
遍
歴
」『
三
色
旗
』
昭
和
47
年
5
月
掲
載
よ
り
）

明
治
39（
一
九
〇
六
）年	

	

1
月
19
日
、
山
口
県
吉
敷
郡
大
道
村
（
現
・
防
府
市
大
道
）
に
生
ま
れ
る
。

大
正
12（
一
九
二
三
）年	

十
七
歳	

3
月
、
県
立
山
口
中
学
を
四
年
で
修
了
。
4
月
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
経
済
学
部
入
学
。

大
正
14（
一
九
二
五
）年	

十
九
歳	

9
月
、
兄
の
上
田
敏
雄
ら
と
文
芸
雑
誌
『
文
藝
耽
美
』（
徳
田
戯
二
主
宰
）
創
刊
に
参
加
。
昭
和
2
年

（
一
九
二
七
）
11
月
終
刊
。

昭
和
2（
一
九
二
七
）年	

二
一
歳	

8
月
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
超
現
実
詩
派
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
馥
郁
タ
ル
火
夫
ヨ
』
刊
行
企
画
に

参
加
（
西
脇
順
三
郎
を
中
心
に
佐
藤
朔
編
集
。
12
月
に
刊
行
。）
11
月
、
上
田
敏
雄
・
保
兄
弟
及
び
北

園
克
衛
ら
、
詩
誌
『
薔
薇
・
魔
術
・
學
説
』（
日
本
に
お
け
る
最
初
の
超
現
実
主
義
運
動
の
機
関
誌
）

創
刊
。（
昭
和
3
年
2
月
終
刊
。）

昭
和
3（
一
九
二
八
）年	

二
二
歳	

１
月
、
上
田
敏
雄
・
保
兄
弟
及
び
北
園
克
衛
の
連
名
で
、
日
本
に
お
け
る
最
初
の
自
立
的
な
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
を
発
表
（『
薔
薇
・
魔
術
・
學
説
』
第
3
号
）。
11
月
、『
詩
と
詩
論
』
に
参
加
。

兄
の
上
田
敏
雄
ら
と
詩
誌
『
衣
裳
の
太
陽
』
創
刊
。
誌
名
は
上
田
敏
雄
の
発
案
。
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
運
動
の
機
関
誌
。（
昭
和
4
年
7
月
終
刊
。）

昭
和
4（
一
九
二
九
）年	

二
三
歳	

3
月
、
慶
應
義
塾
大
学
英
文
科
を
卒
業
。

昭
和
5（
一
九
三
〇
）年	

二
四
歳	

1
月
、
兄
の
上
田
敏
雄
ら
と
『
衣
裳
の
太
陽
』
を
発
展
さ
せ
た
、
超
現
実
主
義
機
関
誌
『Le 

Surréalism
e International

』
を
創
刊
。

昭
和
9（
一
九
三
四
）年	

二
八
歳	

6
月
25
日
、
詩
人
友
谷
シ
ズ
ヱ
と
結
婚
。
第
一
書
房
に
勤
務
。
昭
和
16
年
（
一
九
四
一
）
ま
で
編
集

者
と
し
て
雑
誌
『
セ
ル
パ
ン
』
で
海
外
文
化
情
報
の
翻
訳
・
紹
介
を
す
る
。

昭
和
12（
一
九
三
七
）年	

三
一
歳	

5
月
、
詩
誌
『
新
領
土
』
創
刊
（
47
号
ま
で
上
田
保
編
集
。
昭
和
17
年
1
月
終
刊
、
全
56
冊
。）

昭
和
13（
一
九
三
八
）年	

三
二
歳	

8
月
、「
荒
地
Ⅰ　

死
者
の
埋
葬
」（
エ
リ
オ
ッ
ト
作
◇
上
田
保
訳
）
を
『
新
領
土
』
に
発
表
。

昭
和
14（
一
九
三
九
）年	

三
三
歳	

6
月
、「
荒
地
Ⅱ　

将
棋
遊
び
」（
エ
リ
オ
ッ
ト
作
◇
上
田
保
訳
）
を
『
新
領
土
』
に
発
表
。

昭
和
16（
一
九
四
一
）年	

三
五
歳	

4
月
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
教
員
と
な
る
。
12
月
、『
東
方
紀
行
』（
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
作

◇
上
田
保
訳
）
を
刊
行
。

昭
和
24（
一
九
四
九
）年	

四
三
歳	

慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
教
授
と
な
る
。

昭
和
25（
一
九
五
〇
）年	

四
四
歳	

11
月
、『
概
説
世
界
文
学
』
を
刊
行
。

昭
和
28（
一
九
五
三
）年	

四
七
歳	

5
月
、『
世
界
文
学
の
読
み
方
』（
エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
作
◇
上
田
保
訳
）
を
刊
行
。

昭
和
29（
一
九
五
四
）年	

四
八
歳	

10
月
、『
エ
リ
オ
ッ
ト
詩
集
』（
上
田
保
訳
）
を
白
水
社
よ
り
刊
行
。

昭
和
31（
一
九
五
六
）年	

五
〇
歳	

9
月
、『
ジ
ョ
コ
ン
ダ
の
微
笑
・
尼
僧
と
昼
食
』（
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
作
◇
上
田
保
ほ
か
訳
）

を
刊
行
。

昭
和
32（
一
九
五
七
）年	

五
一
歳	

4
月
、『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
系
譜
』
を
刊
行
。

昭
和
35（
一
九
六
〇
）年	

五
四
歳	

12
月
、
詩
集
『
ど
う
だ　

ぼ
く
ら
は
生
き
ぬ
い
て
き
た
！
』（
ロ
レ
ン
ス
作
◇
上
田
保
・
海
野
厚
志
訳
）

を
刊
行
。　

昭
和
37（
一
九
六
二
）年	

五
六
歳	

4
月
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
入
門
』
を
刊
行
。

昭
和
40（
一
九
六
五
）年	

五
九
歳	

9
月
、『
エ
リ
オ
ッ
ト
詩
集
』（
上
田
保
・
鍵
谷
幸
信
訳
）
を
思
潮
社
よ
り
刊
行
。

昭
和
43（
一
九
六
八
）年	

六
二
歳	

11
月
、『
エ
リ
オ
ッ
ト
詩
集
』（
上
田
保
・
西
脇
順
三
郎
訳
）
を
新
潮
社
よ
り
刊
行
。

昭
和
45（
一
九
七
〇
）年	

六
四
歳	

11
月
21
日
、
ロ
レ
ン
ス
詩
集
『
ど
う
だ　

ぼ
く
ら
は
生
き
ぬ
い
て
き
た
！
』（
海
野
厚
志
と
共
訳
）
に

よ
り
、
第
７
回
日
本
翻
訳
文
化
賞
を
受
賞
。

昭
和
47（
一
九
七
二
）年	

六
六
歳	

3
月
、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
を
定
年
退
職
。

昭
和
48（
一
九
七
三
）年	

六
七
歳	

2
月
、『
エ
リ
オ
ッ
ト
詩
集
』（
上
田
保
訳
）
を
角
川
書
店
よ
り
刊
行
。
4
月
11
日
、
没
。
享
年
67
歳
。

《
没
後
》

昭
和
50（
一
九
七
五
）年	

	

7
月
、『
上
田
保
著
作
集
』
刊
行
さ
れ
る
。

昭
和
52（
一
九
七
七
）年	

	

9
月
、『
象
徴
主
義
の
文
学
と
現
代
』
刊
行
さ
れ
る
。

う
だ　

ぼ
く
ら
は
生
き
ぬ
い
て
き
た
！
』
は
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
十
一
月
、
第
七
回
日
本
翻
訳
文
化
賞
を
受
賞
し
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
四
月
十
一
日
、
六
十
七
歳
で
没
す
。

没
後
、『
上
田
保
著
作
集
』『
象
徴
主
義
の
文
学
と
現
代
』
が
刊
行
さ

れ
た
。�

（
文
・
森
川
信
夫
）

　

上
田
保
は
昭
和
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
理
論
の
中
心
的

人
物
と
し
て
注
目
さ
れ
た
文
芸
評
論
家
、
翻
訳
家
、
慶
應
義

塾
大
学
教
授
。

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
一
月
十
九
日
、
山
口
県
吉

敷
郡
大
道
村
（
現
・
防
府
市
大
道
）
に
生
ま
れ
た
。
詩
人
上

田
敏
雄
の
弟
。
妻
は
詩
人
上
田
静
栄
。

　

大
正
十
二
年
、
県
立
山
口
中
学
を
四
年
で
修
了
後
、
四
月
、

慶
應
義
塾
大
学
予
科
経
済
学
部
に
入
学
。
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
九
月
、
兄
の
上
田
敏
雄
、
徳
田
戯
二
、
北
園
克

衛
ら
と『
文
藝
耽
美
』を
創
刊（
昭
和
二
年
十
一
月
ま
で
刊
行
）。

こ
こ
で
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
な
ど
の
翻
訳
を
発
表
し
た
。
慶
應

義
塾
大
学
在
学
中
、
教
授
で
詩
人
の
西
脇
順
三
郎
か
ら
強
い

影
響
を
受
け
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
八
月
、
日
本
に
お

け
る
最
初
の
超
現
実
詩
派
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
馥
郁
タ
ル
火

夫
ヨ
』刊
行
企
画
に
参
加
、西
脇
を
中
心
に
佐
藤
朔
が
編
集
し
、

十
二
月
に
刊
行
し
た
。

　

こ
の
年
十
一
月
に
は
、
兄
の
上
田
敏
雄
、
北
園
克
衛
ら
と

と
も
に
わ
が
国
で
最
初
の
超
現
実
主
義
運
動
機
関
誌
と
な
っ

た
詩
誌『
薔
薇
・
魔
術
・
學
説
』を
創
刊
。
翌
三
年（
一
九
二
八
）

の
一
月
に
は
、
そ
の
第
三
号
に
三
人
の
連
名
で
日
本
に
お
け

る
初
の
自
立
的
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
宣
言
を
発
表
し
、「
吾

吾
はSurréalism

e

に
於
て
の
芸
術
欲
望
の
発
達
を
謳
歌
し

―
―
吾
吾
は
飽
和
の
徳
を
讃
美
す
る
」
と
書
い
た
。

　

昭
和
四
年（
一
九
二
九
）に
慶
應
義
塾
大
学
英
文
科
を
卒
業
。

そ
の
後
も
『
衣
裳
の
太
陽
』『
詩
と
詩
論
』『Le Surréalism

e 
International

』
な
ど
の
雑
誌
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

翻
訳
、
評
論
を
精
力
的
に
発
表
し
続
け
た
。
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
か
ら
十
六
年
（
一
九
四
一
）
ま
で
第
一
書
房
に

勤
務
、
編
集
者
と
し
て
雑
誌
『
セ
ル
パ
ン
』
で
海
外
文
化
情

報
の
翻
訳
・
紹
介
を
す
る
傍
ら
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

か
ら
『
新
領
土
』（
ア
オ
イ
書
房
）
の
編
集
者
も
兼
ね
、
第

四
十
七
号
ま
で
、
一
九
三
〇
年
代
の
社
会
派
詩
人
た
ち
の
紹

介
、
翻
訳
、
批
評
を
行
っ
た
。

　

早
く
か
ら
英
文
学
者
と
し
て
活
躍
し
た
保
は
、
昭
和
十
六

年
（
一
九
四
一
）
四
月
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
教
員
と
な
り
、

同
年
十
二
月
、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
ス
レ
イ
の
旅
行
記
『
東

方
紀
行
』
を
翻
訳
出
版
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

教
授
と
な
り
、
戦
後
は
エ
リ
オ
ッ
ト
翻
訳
の
第
一
人
者
と
し

て
活
躍
し
た
。

　

著
書
に
『
概
説
世
界
文
学
』『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
系

譜
』『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
入
門
』
な
ど
、訳
書
に
は
『
エ
リ
オ
ッ

ト
詩
集
』
や
『
東
方
紀
行
』
の
ほ
か
、エ
ズ
ラ
・
パ
ウ
ン
ド
『
世

界
文
学
の
読
み
方
』な
ど
が
あ
る
。海
野
厚
志
と
共
訳
し
た『
ど

翻
訳
・
評
論

上う

え

田だ

　

保
た
も
つ

防府市

（1906～1973）

【
著
作
】　

『
概
説
世
界
文
学
』（
昭
和
25
・
創
元
社
）

『
エ
リ
オ
ッ
ト
詩
集
』
上
田
保
訳
（
昭
和
29
・
白
水
社
）

『
ど
う
だ　

ぼ
く
ら
は
生
き
ぬ
い
て
き
た
！
』
ロ
レ
ン
ス
作
・

上
田
保
・
海
野
厚
志
訳
（
昭
和
35
・
国
文
社
）
ほ
か

詩選集『馥郁タル火夫ヨ』に発表した
上田の詩

主要著作

年
譜

上
田

　
保

（
提
供
・
森
川
信
夫
）

上
田
　
保

昭
和
25
年
頃
撮
影　
　
　

（『
上
田
保
著
作
集
』
よ
り
）
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